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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 子 が 入 射 す る と Ｘ 線 を 生 成 す る よ う に 構 成 さ れ る タ ー ゲ ッ ト を 備 え る Ｘ 線 管 用 の 陽 極
で あ っ て 、 該 陽 極 は 、 前 記 タ ー ゲ ッ ト か ら の 前 記 Ｘ 線 が 通 過 す る こ と に よ っ て 少 な く と も
部 分 的 に 該 陽 極 に よ っ て コ リ メ ー シ ョ ン さ れ る よ う に 構 成 さ れ る Ｘ 線 開 口 を 画 成 し 、 該 Ｘ
線 開 口 は 、 複 数 の Ｘ 線 開 口 の う ち の １ つ で あ り 、 そ れ ぞ れ の Ｘ 線 開 口 は 、 前 記 タ ー ゲ ッ ト
領 域 の そ れ ぞ れ の １ つ か ら の Ｘ 線 が 通 過 す る こ と が で き る よ う に 構 成 さ れ る Ｘ 線 管 用 の 陽
極 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ２ つ の 部 分 で 形 成 さ れ 、 前 記 Ｘ 線 開 口 は 前 記 ２ つ の 部 分 の 間 に 画 成 さ れ る 、 請 求 項 １ に
記 載 の Ｘ 線 管 用 の 陽 極 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ２ つ の 部 分 は 、 共 通 電 位 に 保 持 さ れ る よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の Ｘ 線 管
用 の 陽 極 。
【 請 求 項 ４ 】
　 複 数 の タ ー ゲ ッ ト 領 域 が 画 定 さ れ 、 そ れ に よ っ て 、 電 子 が 前 記 タ ー ゲ ッ ト 領 域 の そ れ ぞ
れ に 入 射 さ れ る よ う に す る こ と に よ っ て 、 Ｘ 線 を 前 記 タ ー ゲ ッ ト 領 域 の そ れ ぞ れ か ら 独 立
に 生 成 す る こ と が で き る 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の Ｘ 線 管 用 の 陽 極 。
【 請 求 項 ５ 】
　 電 子 が 通 過 し て 前 記 タ ー ゲ ッ ト に 到 達 す る こ と が で き る 電 子 開 口 を さ ら に 画 定 す る 、 請
求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の Ｘ 線 管 用 の 陽 極 。
【 請 求 項 ６ 】
　 電 子 が 入 射 す る と Ｘ 線 を 生 成 す る よ う に 構 成 さ れ る タ ー ゲ ッ ト を 備 え る Ｘ 線 管 用 の 陽 極
で あ っ て 、 電 子 が 通 過 し て 前 記 タ ー ゲ ッ ト に 到 達 す る こ と が で き る 電 子 開 口 を 画 定 す る Ｘ
線 管 用 の 陽 極 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 電 子 開 口 を 画 定 す る 該 陽 極 の 部 分 は 、 実 質 的 に 等 し い 電 位 で あ る よ う に 構 成 さ れ る
、 請 求 項 ５ 又 は ６ に 記 載 の Ｘ 線 管 用 の 陽 極 。



【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 電 子 が 該 陽 極 に 近 づ く 時 に 、 前 記 電 子 の 進 行 方 向 に 垂 直 に 存 在 す る 電 界 成 分 が ほ ぼ
ゼ ロ で あ る よ う に 形 作 ら れ る 、 請 求 項 ５ ～ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の Ｘ 線 管 用 の 陽 極 。
【 請 求 項 ９ 】
　 到 来 す る 電 子 の 方 向 に 面 し 、 且 つ 前 記 電 子 開 口 が 形 成 さ れ る 表 面 を 有 し 、 該 表 面 は 、 前
記 方 向 に 垂 直 に な る よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の Ｘ 線 管 用 の 陽 極 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 電 子 開 口 は 、 該 陽 極 に 近 づ く 前 記 電 子 の 進 行 方 向 に ほ ぼ 平 行 で あ る よ う に 構 成 さ れ
る 側 面 を 有 す る 、 請 求 項 ５ ～ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の Ｘ 線 管 用 の 陽 極 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 電 子 開 口 は 、 電 子 ビ ー ム が 進 行 し て 前 記 タ ー ゲ ッ ト に 到 達 す る こ と が で き る 電 子 ビ
ー ム 方 向 を 画 定 し 、 前 記 タ ー ゲ ッ ト は 、 前 記 ビ ー ム 内 の 電 子 に よ っ て 衝 当 さ れ る よ う に 構
成 さ れ る タ ー ゲ ッ ト 表 面 を 有 し 、 前 記 電 子 ビ ー ム 方 向 は 、 前 記 タ ー ゲ ッ ト 表 面 に 対 し て １
０ ° 以 下 の 角 度 で あ る 、 請 求 項 ７ か ら １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の Ｘ 線 管 用 の 陽 極 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 電 子 ビ ー ム 方 向 は 、 前 記 タ ー ゲ ッ ト 表 面 に 対 し て ５ ° 以 下 の 角 度 で あ る 、 請 求 項 １
１ に 記 載 の Ｘ 線 管 用 の 陽 極 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 該 陽 極 を 冷 却 す る よ う に 構 成 さ れ る 冷 却 手 段 を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ 乃 至 １ ２ の い ず
れ か １ 項 に 記 載 の Ｘ 線 管 用 の 陽 極 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 冷 却 手 段 は 、 該 陽 極 を 通 し て 冷 却 液 を 運 ぶ よ う に 構 成 さ れ る 冷 却 液 導 管 を 備 え る 、
請 求 項 １ ３ に 記 載 の Ｘ 線 管 用 の 陽 極 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 ２ つ の 部 分 を 備 え 、 前 記 冷 却 液 導 管 は 、 前 記 ２ つ の 部 分 の 間 に 画 定 さ れ る チ ャ ネ ル 内 に
設 け ら れ る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の Ｘ 線 管 用 の 陽 極 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 １ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 陽 極 を 含 む Ｘ 線 管 。
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